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寒さも和らぎ、いよいよ春本番、気分も高揚してきます。メイコン目指して練習を頑張りましょう！ 

◆ 先週のおさらい 

♪五ツ木子守歌♪ 

・Ｐ２９・・・ベース、テノールとも、男声は飛び出さないように注意しましょう。 

・P３１・・・ソプラノ、３段目の２小節目の最後、ブレスをして３小節目に入り、５小節目は段々

遅く、段々強く歌いましょう。 

♪八木節♪ 

・８分休符と付点８分休符の違いに注意して歌う。  

・Ｐ２２・・・２段目の５小節と３段目の１小節目にかけては、グリッサンド（glissando）で隙間なく、 

滑らせるように流れるように歌いましょう。 

・P２４・・・手拍子、足拍子は間違わずに、慣れるように練習しましょう。 

♪ハバネラ♪ 

・Ｐ１４・・・１段目の３小節目女声はスタッカートで歌いましょう。 

♪聞け みんな聞け（混声）♪ 

・Ｐ４８・・・１段目間奏が入ってから歌い始めましょう。 

・P５１、５２・・・男声のベース１は歌いません。 

◆ メイコンサートの出欠確認をします♪  
出席簿５月２８日の欄に、メイコンサート本番当日出演できる方は「○」を、出られない方は「×」

を、未定の場合は「△」を、３月２３日の練習日までに記入してください。 

◆ 特別練習追加のお知らせ 

４月１６日特別練習が予定されておりますが、さらに５月４日（木）の通常練習の前に、１６：００

～１８：００にも特別練習をしていただけることになりました。 

両日ともソリストである出来田先生もご参加くださる予定です。ぜひ万障お繰り合わせのうえご

参加ください。（４月１６日の昼食・５月４日の夕食は各自でご用意ください。） 

◆ カルメンの衣装について 
たばこ工場で働く女工さんや酒場での場面のイメージで同じ衣装でもアクセサリー、扇子、髪飾

りなど小物類でいろいろ工夫してみてください。４月６日と１３日の練習時に衣装合わせをしますの

で、衣装を持参してください。（４月１６日(日)の特別練習では実際に衣装を着けて練習します。） 

当合唱団で７年前の５月のメイコンサートでカルメンを演奏しましたが、その時のＤＶＤを練習の

合間に流しますので参考にしてください。出来田先生が着用される衣装は全体が赤で袖口と裾に

黒のレースが付いたものとのことです。出来田先生の衣装とかぶらないように考えてください。 

男声は女工さんを待ったり、盗賊になったりするので黒っぽい衣装になる予定です。 



◆ イベント情報 
いけばな展と男声合唱のコラボレーション          テノール 宮島賢治 

高崎第九合唱団の団員１３人が所属するメンネルコール JOY が、高崎市華道協会いけばな展

で歌います。高崎市市民文化祭参加イベントのいけばな展で綺麗な華を愛でつつ、重厚な男声合

唱を楽しみませんか。岸先生の独唱も聴けます。 

どうぞ会場に足を運んで、華と歌声をお楽しみください。 

会場 ： 高崎シティギャラリー 

日時 ： ３月１３日（月） １１時００分から１１時４０分    入場 ： 無料 

◆ 三枝成彰著「大作曲家たちの履歴書」⑤Chopin    赤羽 洋子先生 
Chopin は初のスラブ系出身の音楽家。Chopin の作品に類いまれな馨（かぐわ）しさが漂ってい

るのは Chopin に流れている血のせいでしょう。ポーランドと言うスラブ系の血と、そこにミックスさ

れたフランス人の血、このブレンドが非常に素晴らしい形で作曲に結実したと言われています。

「ピアノの詩人」と言われ作品の９９パーセントがピアノ曲、頑なにピアノ曲を書き続けました。 

生年月日 １８１０年２月２２日（現在１９５歳）ワルシャワ（ポーランド） 

没年月日 １８４９年１０月１７日｛１６８年前死亡｝パリ（フランス） 

 享年３９歳 。２５歳ごろから肺結核で苦しんだが直接の死因は右心室の病気 

人 種 父親ニコラス（フランス人）母親ユスチナ（ポーランド人） 

容 姿 中肉中背、金髪、上品な顔立ち、優雅な物腰 

性 格 漫画が得意で洒落や物まねが上手、ウイットに富んだ会話 

好物・趣味 なによりもスタイルに気を使い、自家用馬車、白手袋、絹のハンカチーフ、仕立て

の良い服を優雅に着ていた 

友人関係 ドラクロワ、ハイネとサロンで芸術論を語り合った仲 

あだな 可愛い坊や、坊ちゃん 

特 徴 Chopin はサロンのような小さな会場で繊細なメロディーを奏で 200 人以上の前で

は弾かなかった。当時社交界の人気をリストと二分していたが、豪放でおおらか

に大会場で聴衆を沸かせた List に対し「粗野な音楽で下品だ」と手厳しかった。 

配偶者 作家サンドと生涯同棲生活（内縁）サンドが結婚は女性の従属を意味すると主張

していた為 

収 入 収入は確実に増えたが、稼いだ金は派手に使い切ってしまう（馬車代に１年分の

収入が消えたと言われている） 

尊敬する作曲家  Bach、Mozart 

Chopin は愛するポーランドに心だけでも帰りたいと死ぬまで故国に対する熱い思いを持ち続け

ました。革命敗北に深い絶望感を持ち、彼が愛する祖国に再び帰ることが出来たのは死後。現在

も心臓のみワルシャワの聖十字架教会に安置されています。来年海外公演が実現したら Chopin

に会いに行きましょう。 
＊赤羽先生からの「大作曲家たちの履歴書」は本当に興味深く、私たちの知らない天才たちの隠れた面が

浮かび上がって一層親近感がわいてきますね。（Kei） 

◆ 今後の予定  
４月１６日（日） メイコンサート特別練習１０～１６時（高崎市中央公民館） 

５月 ４日（木） 通常練習前の１６～１８時まで特別練習を行います。 

５月１８日（木） 総会＋ミニコンサート （練習会場） 

５月２８日（日） メイコンサート （群馬音楽センター） 

６月 ８日（木） 発声式 （練習会場）  ※６月１日はお休みになります。 

                                                                                       （デイゴの花） 


